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ても過言ではない．マテリアルの開発は
医療の高度化と密接に関連し，日々進歩
している．
2003年にバイオマテリアルサイエン

ス第1版が発行されて以来，実に15年ぶ
りの大幅改訂によって本年4月に第2版
が発行された．急速な進歩に対応すべ
く，待ちに待った改訂である．第2版で
は初版より石原一彦先生，大矢裕一先
生，山岡哲二先生がひき続いて執筆され
ているのに加えて，中野貴由先生が加
わった．
本書はバイオマテリアル領域の書籍と
して，生体の構造から始まりバイオマテ
リアルの種類，性質や設計など広い範囲
を網羅的にカバーしている入門書である．
第2版では̶基礎から臨床まで̶ 

という副題に見られるように基礎的内容
を充実し，実用化までの流れがわかりや
すく書かれている．生体の仕組みでは，
これまでの分子から細胞までの基礎に加
えて，各臓器の特徴が詳述され，これは
後述されている再生医療や人工臓器の設
計に役立つように工夫されている．ま
た，材料の分析という観点で機器分析手
法が充実した．第2版の最も大きな特徴
の一つとして，金属・セラミック材料が
詳しく述べられていることであろう．歯

やボルトのみならず，人工関節やステン
トなど，さまざまに広がる材料に対応し
た内容となっている．材料設計の基礎と
して材料の合成法が詳述されているが，
分子デザインに有効なリビング重合法な
ど近年著しい発展を遂げている反応など
も取上げられている．
再生医療分野に関しては2007年の山

中伸弥先生のヒト iPS細胞の発見以来，
爆発的な発展を遂げており，本書でコン
パクトにまとめられている．一方で生体
組織そのものを「材料」として捉えた解
説もあり，新しい医療の広がりが感じら
れる．人工心臓や人工血管などの医療機
器，ドラッグデリバリーシステム，診断
などバイオマテリアルにかかわる基本特
性を網羅していることは初版と同様であ
る．また，材料に触れることで生じる異
物生体反応に関しても，丁寧にまとめら
れている．最終章では「研究から実用
化」という観点で，法的仕組みから評価
法全般がコンパクトにまとめられている．
このように，本書は生体環境で用いる
材料に関して基礎から応用までを簡潔に
網羅しており，バイオマテリアルサイエ
ンスの入門書としてよくまとめられた一
冊である．

（筑波大学数理物質系　長崎幸夫）

子供のころ，やんちゃ坊主の割に
しょっちゅう熱を出して近くの診療所に
連れて行ってもらった．あのころ，いつ
でも上がっていたあの蒸気はいつごろな
くなったのだろうか？ 注射器や血液保
存瓶がプラスチックになり，使い捨てに
なって滅菌法などまったく変わってし
まった．おかげで医療機器による感染が
激減し，医療に革命をもたらしたと言っ
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